
調査報告

『女庭訓往来』 と 『離 難 式女庭訓御所文庫』

一 漢字使用状態から

三 宅 ち ぐさ

女子用往来の一っ、各月往返2通 合計24通 から成る 『女庭訓往来』は、板を重ね 『女庭訓御所

文庫』『女庭訓宝文庫』『女庭訓倭絵抄』『女庭訓和錦抄』『女庭訓宝種』など60種以上の板種を現
　 り

在に伝えるという。そのうちの 『女庭訓往来』r霜蔑禦 式 女庭訓御所文庫』を比較する機会を得、

改版により漢字の使用率が上っていることなどを確認した。
くままの

女子用往来における漢字 ・漢語使用の増加については、永井悦子氏の御論考に詳 しい。江戸時

代3期 、各期5種 の資料を対象とし、中期(宝 永元 〈1704>か ら安永9〈1780>)以 降増加傾向

があること、その要因等々を述べておられる。前期最初の資料 としてr女 庭訓往来』 も挙げられ

ている。けれど、筆者 ・編者等が明らかではないためだろう、中期後半の 『霜蓑難 式女庭訓御所

文庫』は取り上げられていない。文章はそのままに改版刊行された場合の調査結果 も、当時の実

態確認のための補強材料 になると考え、一資料に過ぎないがここに報告する。

著述内容は、女性 として習得すべき知識 ・教養 ・心得等に及び、往返毎の問答形式に編まれた

ものである。

調査資料とした影印は、次の2種 である。

▼ 『女庭訓往来』 和田宗翁(一 華堂)作 。窪田やす書。1658～60年(万 治頃)刊 。 京都 ・

丸屋源兵衛板。

「稀観往来物集成』第13巻 石川松太郎監修 小泉吉永編集 大空社1997(平 成9)年2

月
く　 ヨラ

小泉吉永氏の解題によると、『女庭訓往来』の初版本と目されるもの。ただし、底本の中巻

最終丁一丁は補写であるとのことである。

場合によっては、『往来』と略称する。

▼ 『霜蔑難 式 女庭訓御所文庫』1767(明 和4)年 刊。 京都 ・菊屋七郎兵衛板。

『往来物大系』第91巻 石川松太郎監修 大空社1994(平 成6)年3月

『女庭訓往来』の本文に挿絵や種々の記事を加えたもの。中扉裏の注記によると、最古本と目

される早稲田大学図書館所蔵の1717(享 保2)年 板(大 阪 ・万屋彦太郎ほか2書 騨刊)を 改刻

したものだという。

場合によっては、『文庫』と略称す る。

なお、比較対象 は、消息文の本文部分のみとし、頭書 ・注をはじめ、結語 ・日付 ・宛名 ・脇付

などは除外する。

一、使用単漢字数 と使用率

総文字数

総文字数は、次のように数えた。

・原文通りを原則 とし、誤りかと考え られる場合も訂正はしない。

例、『往来』 さりぬき(七 月往)注 、「さりぬべき」の誤りか。
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・繰 り返 し記号 は、相 当す る文字数分 とす る。

例、 ようつ く 三文字分、人 〃"一 文字分

・拗音 も文字数で数え る。

例、天 りや く(暦)4文 字(三 月往)、 ぐしゆん4文 字(四 月返)、 け しや う4文 字(五 月返)、

二 ちや う(張)4文 字(七 月往)、 しや うめい こんが う9文 字(九 月返)

結 果 は、下記 の通 りで ある。

『往来』11171文 字 注、永井悦子氏 によ ると、11063文 字(-108)で あ る。

『文庫』10326文 字

単漢字数

単漢字数 は、次 のよ うに数 えた。

・繰 り返 し記号 は、前 置の文字 として扱 う。

・異体 の関係 にあ る漢字 は、それぞれ別の漢字 と して扱 う。

例 、「両」 と 「爾」 ・ 「仏」 と 「佛」 ・ 「館」 と 「舘」な ど

漢字 使用率 は、延 べ単 漢字数を総文字数で除 し、百分率で示 した。 割 り切れ ない場 合は、小数

点第二 位を四捨五入 して ある。

単漢字 の延べ文字数 と漢字使用率 は、次 の通 りで ある。

『往来』2272文 字20.3%注 、永井悦子氏によると、2231文字(-41)20.2%で ある。

『文庫』3040文 字29.4%

単 漢 字 の異 な り文字数 は、次 の通 りであ る。

『往来』460文 字 注、永井悦子氏によると、451文字(-9)で ある。

『文庫』667文 字 注、207文字の増加

異なり文字を使用頻度の高いものから順に示す と、次の通 りである。両書の一方にのみ用いら

れている漢字には、★印を付 して示した。 しか し、『文庫』の場合は223文 字と多数に及ぶため、

一覧は省略 し当該文字のみを使用頻度数別に列挙 してお く。

単漢字数の後に記 した百分率は、当該使用頻度の字種数が異なり単漢字数に占める割合、累積

頻度数の後に記 した百分率は、当該度数が延べ単漢字数に占める割合である。

『往来』

使用頻度数

294

114

82

74

52

41

35

33

24

23

22

単漢字数

1

1

1

1

1

1

1

3

1

2

1

累積頻度数 漢字

294候

408御

490(21.6%)事

564人

616申

657心

692(30.5%)給

791見 ・女 ・日

815又

861此 ・物

883(38.9%)思
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21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

2

2

1

6

1

2

2

2

3

3

6

5

4

10

9

7

11(2.4%)

925山 ・也

965-・ 神

984大

1092下 ・花 ・月 ・上 ・色 ・世

1109子

1141(50.2%)所 ・中

1171

1199

1238

1274

1340

1390

1426

1506

1569

1611

1666

424(5.2%)1762

弟 ・程 ・同 ・徳 ・筆 ・方 ・万 ・夕 ・蕪

338(8.3%)1876

天 ・夜

君 ・身

五 ・十 ・本

家 ・三 ・二

出 ・庭 。殿 ・入 ・仏 ・民

過 ・国 ・四 ・文 ・名

九 ・時 ・秋 ・田

義 ・頃 ・侍 ・春 ・水 ・折 ・年 ・婦 ・法 ・来

何 ・菊 ・仰 ・手 ・小 ・代 ・男 ・道 ・礼

後 ・香 ・七 ・先 ・八 ・奉 ・會

粟 ・井 ・供 ・玉 ・待 ・風 ・聞 ・野 ・有 ・葉

理

悪 ・右 ・★ 薗 〔注 、 『文 庫 』 で は 園 〕・我 ・祇

言 ・詞 ・清 ・生 ・節 ・川 ・打 ・段 ・竹 ・貞

意 ・雲 ・間 ・関 ・★ 儀 ・兄 ・后 ・行 ・今 ・根 .

.
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縁
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双
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●
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千 ・惣 ・草 ・第 ・朝 ・鳥 ・箱 ・姫 ・病

では残 も〕

288(19.1%)2052
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で は涼 のみ〕・力 ・緑 ・輪 ・簾 ・連 ・呂 ・露 ・廊 ・★篭 〔注、『文庫 』で は籠〕・論 ・和 ・佛 ・★

爾 〔注、『文庫』 では両 のみ〕・涼 ・萸 ・婆 ・嬢 ・廣 ・淺 ・濱 ・★慧 ・當 ・孟 ・春 ・端 ・腎 ・茱 ・

萸 ・躰 ・邊 ・劔 ・饅 ・醜

『往来』でのみ使用されている漢字

使用頻度4

使用頻度3

使用頻度2

使用頻度1

薗 〔注、『文庫』で は園〕 計1文 字

儀 ・残 〔注、『文庫』 では残 も〕 計2文 字

比 ・瘤 〔注、『文庫』 では病〕 計2文 字

促 〔注、『文庫 』で は詫〕・壱 〔注、 『文庫』 で は一 のみ〕・階 ・塘 ・灯 〔注、『文

庫』 で は燈〕・匂 ・別 ・竜 〔注、『文庫』で は龍 のみ〕・涼 〔注、『文庫』で は涼のみ〕・篭 〔注、

『文庫』 では籠〕・爾 〔注、『文庫』 で は両 のみ〕・慧 計12文 字 総計17文 字

『文庫』でのみ使用 されている漢字

使用頻度9

使用頻度7

使用頻度6

使用頻度5

使用頻度4

使用頻度3

様 ・掬 ・覧

使用頻度2

　息青初の

敷

若

　

　

立

染

故

　

　

　

面

赤

己

多

昔

姑

度

外

送

共

古

十1文 字

十1文 字

十4文 字

十5文 字

十9文 字

悦 ・園 〔注、『往来』 では薗〕・祈 ・居 ・高 ・催 ・災 ・始 ・歯 ・承 ・消 ・致 ・着 ・

計16文 字

病 〔注、『往来』 では癌〕・移 ・延 ・器 ・教 ・形 ・敬 ・隙 ・硯 ・雇 ・厚 ・庚 ・貢 ・

　
お
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孫
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迷
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憲

讃
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灘
『往来 』の場合、 使用頻度1の 漢字220種 が 異 な り文字数 の47.8%を 占 めて いる。累積頻度 に

っ いて は、使用頻度3位 までの漢字3種 「候」「御」「事」 で、全使用量 の21.6%、 上 位か ら28種

までで50.2%を 占め る。

r文 庫 』 の場合 は、使用頻度1の 漢字296種 が 異 な り文字数 の44.4%を 占め、使用頻度3位 ま

での漢字3種 「候」「御」「事」 で、全使用量 の17.1%、 上 位か ら51種 までで50.4%を 占あて いる。

二、振 り仮名の施された漢字 とその比率
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単漢字の場合

振 り仮名が施された単漢字数は、次のように数えた。

・一文字単位で扱 う。 したがって、熟字訓が施 されている二文字熟語の場合は、2文 字 とな

る。

振り仮名のある漢字の比率は、振り仮名のある延べ漢字数を延べ単漢字数で叙し、百分率で示

した。割り切れない場合は、小数点第二位を四捨五入 してある。

結果は、下記の通 りである。

『往来』966文 字42.5%

『文庫』1985文 字65.3%

なお、全例が振り仮名無 しで使用されている漢字 は、使用頻度の高いものか ら用例を添えて記

す と以下の通りである。

　来

字

候

事

申

給

見

又

思

也

十

頃

侍

仰

奉

有

意

今

千

木

残

久

次

正

比

返

猶

用

壱

近

計

往

漢

『 46文 字

使用頻度

4

2

2

5

3

4

2

1

3

8

8

7

6

5

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

9

8

5

3

3

2

2

2

1

2

用例

候ふ

こと

申す

給ふ

見ゆ等、読み 「み」

また

思ふ

也、助動詞として

十、数量として

ころ

侍 り

仰す ・仰せ

奉 る

有 り・有かたし

用意 ・随意

今 ・今 日

千よ ・千 くさ ・八万四千六百五十四神

わか木 ・うへ木 ・草木

残る ・残 り

久 し

次に

正丹 ・正路

ころ

御返事

なほ

用意

壱荷

近っ く

ばか り

一86一 (5)



軒1の き

菜1わ か菜

参1参 る

尋1尋 ぬ

西1西 行上人

石1た て石

雪1雪

其1其 後

鷹1小 鷹

付1仰 せ付 く

福1貧 福

分1駆 分

尤1尤 も

両 ・爾1両 種 ・爾樽

緑1緑 、色名として

邊1野 邊

『文庫』7文 字

漢字 使用頻度 用例

{戻298修 ミさ、

也12也 、助動詞として

六3五 十六代 ・八万四千六百五十四神 ・六根

好1好 む

得1候 得ば、活用語尾として

福1貧 福

邊1野 邊

三 、振 り仮 名 の種 類

各 漢字が音読 されてい るか、訓読 されてい るかにっいて調査 し、 その比率を 出 した。

音読 或い は訓読漢字 の比率 は、音読或 い は訓読漢字数 を振 り仮名 のあ る延 べ単漢字数 で叙 し、

百分率 で示 した。

推定 による読 みを含めた場合 の比率 は、 その数 を延べ単漢字数 で叙 し、百分 率で示 した。 いず

れ も、割 り切 れない場 には、小数点第二位 を四捨五入 して あ る。

結果 は、下記 の通 りである。

『往来』

音読漢字数465文 字 音読と推定できる漢字数159文 字を含めると624文 字

音読漢字 の比率48.1%27.5%

訓 読 漢字数501文 字 訓読と推定できる漢字数1147文字を含めると1648文 字

訓読漢字 の比率51.9%72・5%

『文 庫』

音読漢字数652文 字 音読と推定できる漢字数115文 字を含めると767文 字

音読漢字 の比率32.8%25・2%

訓 読 漢字数1333文 字 訓読と推定できる漢字数940文 字を含めると2273文 字
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訓読漢字 の比率67.2%74.8%

な お、『文庫』 には、音訳語 や固有名詞以外の語 において も、下記のよ うに真仮名 と し

て使用 して いる漢字が ある。 その使用 頻度 を、各文字 毎()内 に記 した。用例 に、振 り

仮名があ る場合 は、便宜上 〈 〉 内に記 した。

浦(1分 の1)・ 山(22分 の1)例 、 御 浦山 〈うらやま〉 しく(弥 生 往)

目(9分 の5)・ 出(16分 の5)・ 度(9分 の1)

面(6分 の1)・ 白(4分 の1)

度(9分 の8)助 動詞

敷(5分 の4)形 容詞活用語尾

得(1分 の1)動 詞活用語尾

例、 目出度 〈めでた く〉

例、面 白 〈お もしろく〉

例、 い た し度 〈た く〉

例、 はか く 敷 〈しき〉

例、候 得 ば

(梅雨月往)

(南呂 往)

(衣更着返)

(孟春 返)

(騰月 返)

四、漢字表記の 自立語数 とその比率

総 自立語数

総自立語数は、次のように数えた。

・自立語は、原則として 文節から付属語を除いたものとする。

・両書は、同 じ文章であるが、36箇 所に異同が見られた。 しか し、その内24例 が助詞 ・助動

詞の有無に関する問題であり、漢字表記に関わる例は極少ない。自立語の認定に関わる10箇所に

っいては、次の例のように、同形 とみな して処理 した。

例1、 『往来』 みっしのたな(正 月往)

『文庫』 御厨子棚 〈みつ し たな〉

共に、「みっ し」「たな」2語 とする。

例2、 『往来』 もし夫 〈おっと〉のいふ詞 〈ことば〉 も(四 月返)

『文庫』 もし夫 〈おっと〉のいふ こと も

文脈を考慮 し、「詞」とする。

漢字表記の延べ自立語数には、仮名や記号を交ぜ用いた語(以 下、交書 とする)も 含めた。そ

の上で、表記別の結果 も付記する。

漢字表記語の比率は、漢字表記の延べ自立語数を総自立語数で除 し、百分率で示 した。割り切

れない場合は、小数点第二位を四捨五入 してある。

総 自立語数 は、下 記 の通 りである。

『往来』・『文庫』 延べ 自立語数3441語

異 なり自立語数1386語

漢 字表記 の延 べ 自立語数 とその比率 は、下記 の通 りである。

注、永井悦子氏によると、漢字表記率の平均は48.6%、 低いもので33.8%、 高いもので67.8%で あるという。

『往 来』1760語51.1%

『文 庫』2256語65.5%

漢 字 表記語 の場合

『往来』!192語(送 り仮名のない活用語 ・副詞などを含む。 うち、動詞は318語)34.6%

『文庫』1670語(送 り仮名のない活用語 ・副詞などを含む。 うち、動詞は417語)48.5%

交 書 の語 の場合

『往来』568語(送 り仮名のある活用語などを含む。 うち、動詞は267語)16.5%

『文 庫』586語(送 り仮名のある活用語などを含む。 うち、動詞は323語)17.1%
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仮名表記語の場合

「往来』1681語48.9%

『文庫』1185語34.4%

次には、使用頻度上位20位 までの自立語(延 べ自立語数の26.7%相 当)の 表記の状態を記す。

漢字表記数に続けて記 した括弧内の数値は、振 り仮名の施された語数である。

順位 語 語数

1候 ふ286

2事

3有 り

4人

5申 す

6給 ふ

ρ
0

0

0
σ

瓜
)

Q
U

7

4

4

40

7す 〈サ変>36

8無 し31

9言 ふ30

10参 らせ候28

11思 ふ

12心

又

(8)

27

4

4

り
4

り
4

『往来 』 『文庫』

漢字表記 仮名 表記 漢字 表記 仮名表記

2701627016

数 値 は同 じだが6例 に異同があ る。共 に、漢字表記語 の うちの229

例 に は送 り仮名 がな い。

692790(6)6

漢 字 表記21例 増

45623(12)37

漢 字 表記19例 増 。

共 に、漢字表記語 の全 てに送 り仮名 はない。

48149(1)0

漢 字 表記1例 増

461461

仮 名 表記 の1例 は、『往来』 には 「ま うして」、『文庫』 には 「まう

で」 とあ る。 「仏 に～ とふ らひければ」 という文脈なので 「ま うで

(詣づ)」 とすべ きか。

34638(3)2

漢 字 表記4例 増。

『往来』の2例 、『文庫』 の3例 には送 り仮名が ない。

036036

共 に、全て仮名表記 であ る。

031031

共 に、全て仮名表記 であ る。

1(1)29030

漢 字 表記1例 減。

『往来』の漢字表記 語 には送 り仮名がない。

280280

『文 庫』の 「参 らせ候」1例 以外 は全て 「まい らせ候」で、送 り仮

名 はない。

19819(3)8

数 値 は同 じだが、6例 に異 同が ある。共 に、漢字表記語 の全 てに

送 り仮名が ある。

24023(6)1

漢 字 表記1例 減

24024(9)0
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14女

其の

16物

17此 の

18成 る

19是

良 し

23

23

22

21

20

16

16

共 に、全 て漢字表記 であ る。

22(7)123(1)0

漢字 表記1例 増

12216(13)7

漢字 表記15例 増 。

共 に、表記 は全 て 「其 」で ある。

7(1)154(3)18

漢 字 表記3例 減

18321(21)0

漢 字 表記3例 増。

共 に、表記 は全 て 「此」 であ る。

1(1)1911(6)9

漢 字 表記10例 増 。

共 に、漢字表記語 の全 てに送 り仮名がない。

2(1)145(5)11

漢 字 表記3例 増。

0162(2)14

漢 字 表記 2例t曽 。表記 は

「能」 で、送 り仮名 はない。

五、品詞別漢字表記語 とその比率

品詞別漢字表記語は、主な品詞 とその種類に限り、交書 も含めて数えた。

品詞別漢字使用率は、漢字表記語数を各品詞の語数で除 し、百分率で示 した。割り切れない場

合は、小数点第2位 を四捨五入 してある。

漢字表記数に続けて記 した括弧内の数値は、振 り仮名の施された語数である。

結果は、下記の通りであった。

品詞とその種類名

名詞

固有名詞

(
代名詞

数詞の助数詞部分

懇詞
形容動詞

副詞

接続詞

語数

1736

75

42

41

1251

221

31

98

45

『往 来 』

漢 字 表 記

1085(573)

55(49)

12(6)

39(20)

577(51)

19(6)

8(4)

21(10)

26(0)

仮 名 表 記

651

20

30

2

674

202

23

77

19

比 率

62.5%

73.3%

28.6%

95.1%

46.1%

8.6%

25.8%

21.4%

57.8%

『文 庫 』

漢 字 表 記

1344(1012)

65(62)

16(16)

38(22)

723(240)

61(52)

17(13)

38(34)

31(16)

仮名表記 比率

39277.4%

1器il)

liii鱗

12撒

なお、漢字表記の付属語は、それぞれ下記の通 りであった。

『往来』 助詞 ばかり 計 助動詞 なり

『文庫』 助詞 ばかり 計 ・ども 共 助動詞 なり

也

也 ・成(1例 のみ)・ た し 度

以上
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注

注1『 稀観往来物集成』第13巻 監修者 石川松太郎 ・編集者 小泉吉永 大空社

1997(平 成9)年2月24日 解題451頁

注2永 井悦子氏の御論考

女子用消息型往来における基本的漢字群抽出の試み 計量国語学24巻2号 計量国

語学会2003(平 成15)年9月

近世における女性の漢字使用をめぐる一考察 早稲田大学大学院教育学研究科紀要別

冊10-22003(平 成15)年

近世女子用往来物における使用語彙の特徴 日本語論叢 特別号 日本語論叢の

会2007(平 成19)年3月

女子用往来物における漢字使用の実態と傾向 早稲田日本語研究16早 稲田大学 日

本語学会2007(平 成19)年3月/

女子用往来物における漢語使用について 文学 ・語学 第187号 全国大学国語国文

学会2007(平 成19)年3月 等

注3『 稀観往来物集成』第13巻 監修者 石川松太郎 ・編集者 小泉吉永 大空社

1997(平 成9)年2月24日 解題449～450頁

(就実大学教授)
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